
ＪＲ東海労ニュース
葛西会長が原発問題を語る！
リスクを承知の上で覚悟が必要！
原発継続しか活路はない！？

ＪＲ東海・葛西会長は、５月24日付「産経
新聞」で、原発問題について語りました。
東日本大震災で福島第一原発が爆発し、周

辺住民は避難生活を余儀なくされています。
多くの国民がこの事故の影響を受け、原発依
存のエネルギー政策を考え直す時期にきてい
ます。
しかし葛西会長は、何らお構いなしに、新

聞紙上で主張を展開しています。「原子力を
利用する以上、リスクを承知の上で、それを
克服・制御する国民的な覚悟が必要である」
と横暴な論調で国民に対しても「命令と服
従」を強要するかのようです。さらに「原発
継続しか活路はない」「政府の責任で速やか
に稼働させるべき」と無責任に語っています。
また国に対し「リスクはできるだけ当事者

の腹中に収め、必要性と利用価値のみをアピ
ールする形でしか進めなかった」として、原
発の危険性を明らかにしてこなかったことを
批判していますが、葛西会長自らの振る舞い
はどうでしょうか？
リニア中央新幹線について、多くの国民か

ら疑問や反対の声が上がっているにもかかわ
らず、ＪＲ東海はそのリスクを説明している
でしょうか？リニアの必要性と利用価値のみ
を主張し、根拠なく「安全です」と言ってい
るのがＪＲ東海であり、葛西会長の姿ではな
いでしょうか？
私たちは、原発もリニアも根本問題は同じ

と考えます。安全を無視し、利益を追求する
ことが「幸福」ではないのです。
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